
　　改善箇所説明図

は交換対象部品

不具合の内容

改善の内容

識別方法
　油圧ポンプ本体に白色ペンキでマーキングを行う。

ホイール・クレーンの走行及びウインチ巻上に使用する油圧ポンプにおいて、作動油経路
切替部のベアリングの耐久性が不足しているため、クレーン作業モードでのアイドリング
時に生じる負荷により、当該ベアリングが破損することがある。そのため、作動油の経路
が変更できなくなり、前進及び後進の切り替えができなくなるおそれがある。

全車両、油圧ポンプを対策品に交換する。
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